男 ぎら い 



i 島 与 志 雄 



物乞い じゃある まいし、 貰って やる もの か、 と 私 は 

思い、 なに か 仕返し をして やろう かとさえ 考えました。 

ところが、 倉 光さん ばかりでなく、 井上さん まで、 

私に 物 を 持って来て くれました。 模様の ある ハンカチ 

とか 草履と かいうよ うな ものです。 くさい 息が かかつ 

てるよう でい やでした。 私が もじもじして いると、 井 

上さん は 私に とりあわず、 ちょっぴり 髭の ある 肥った 

顔 を、 姐さん の 方へ 向けて、 ほかの 話 を 始める のです。 

私 は みんなからば かにされ てるよう でも あり、 そつ 

と 目 をつ けられて るよう でもあります。 男って どうし 

て こんなに B 子 かまし く 図々 しいので しょう。 



「倉 光 君 は 来て いない かご 

「いらっしゃいません よご とお 島さん が 応対して い 

ま ^9 

なんだか ごたごたして、 その 人た ち は 卓子に 就き、 

安物の ウイ スキ— を 飲み はじめました。 

「倉 光 君 はどうした。 隠して るん じゃある まいね ご 

お 島さん はもう 相手に なりません。 

「おばさん じ や 信用な らん。 美 枝ち やん は どこ へ 行つ 

た ご 

お— い、 美 枝ち やん、 と 呼ばれて、 私 は 隠れて る わ 

けに ゆかず、 出て 行きます と、 顔 を 知って る 人た ちで 



らず、 ただ ぼ ー と 霧の 中が 明るいだ けです。 

小さな 道 を 行き、 少しく 上る と、 河の 堤防の 上に 出 

ま ^9 

河の 水 は、 霧の 下 を、 音 もな く 流れて いますが、 見 

通し は 利きません。 遠くで、 太鼓の 音が していました。 

この 夜更けに、 お祭りの 太鼓 を まだ 打って いるので 

しょうか。 その かすかな 音に、 ぼんやり 耳 を かしてい 

ますと、 あの 男く さい 家 も、 空気 も だんだん 遠くへ 退 

いて ゆく ようで、 気持ち も 落着いて きました。 私 は 堤 

防 を かみへ 歩いて ゆきました。 
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